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60代 6
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40代 13 合計 38
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  （1）年齢

20代 2 男性 14
30代 9 女性 24

講 演 「つらさを和らげ生きがいを保つ」

講 師 社会医療法人北斗 地域包括ケア推進センター長 蘆野 吉和氏

参 加 *アンケート協力者  38名　（95％）

令和元年度 第１回 緩和ケアスキルアップ研修会　アンケート集計

R1.6.19（水）荘内病院 講堂 18：45～20：10

O ・ Ａ 認定栄養ケア・ステーション活動のご紹介

発 表 者 株式会社とよみ 代表取締役 小川 豊美氏
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（７）今後の役立ちについて （８）内容について

（９）講義の時間について
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これからの仕事に「生きがい」というキーワードをもって、頑張りたいと思います。自分の生きがいも
大事に・・・。（地域包括支援センター 保健師）

ご協力ありがとうございました
健康塾・スキルアップ研修会グループ

自分の生きがいについて、考える機会になりました。また、生きがいを保つケア（スピリチュアルケア）
について学ぶ事ができました。（訪問看護ステーション 看護師）

”こだわり"と言うとマイナスなイメージもありますが、こだわりを持って生きることを
大切にしたいと思いました。（病院 MSW）

傾聴、人によっての価値観は違うというのはわかっているが、理解ってけっこう難しいような
楽しいような！（保険薬局 薬剤師）

自身の生きがいや死生観に置きかえると、日々、対している患者さんの気持ちをより親近感を持って
接することができるように思います。（病院 理学療法士）

専門職でなくても話を聞けて、本当に良かったと思いました・（医薬品卸）

グループワークが良かった。（病院 理学療法士）

今は病院勤めで、直接的に対象者の人生の最終段階に関わることは少ないですが、その人の尊厳を
守ることはどこにいても共通だと思う。自分が大切なものは何かを考える機会になって良かった。
（病院 理学療法士）

ワークショップ形式でとても参加しやすかったです。自分のこととして考えることができました。
（保険薬局 薬剤師）

ワークショップが若干不安でしたが、非常にためになるディスカッションが出来ました。
また参加させて頂きます。（医薬品卸）

寝たきりや自発の少ない患者様の生きがいや生活を充実させる援助も行っていきたいと思った。
（病院 看護師）

今後のケアに活かしていきたいと思います。（訪問看護ステーション 看護師）

自分の大切なことやこだわりに気が付きました。患者さんも同じように大切にしていることを知って
生きがいを保てる関わりをしたいと思います。楽しい講演ありがとうございました。（病院 看護師）

大変楽しく有意義な研修会でした。ありがとうございました。（訪問看護ステーション 作業療法士）

緩和ケア、まだまだ勉強不足と思います。次回も参加させていただきます。よろしくお願いいたします。
（特別養護老人ホーム 相談員）

グループワークと聞いて緊張して「いましたが、非常に楽しく参加できました。ありがとうございまし
た。（医薬品卸）

自分自身を振り返る良い機会になりました。今日学んだことを普段の利用者との関わりでも活かして
いきたいと思います。（訪問看護ステーション 作業療法士）

グループワークで年齢も様々で、とても楽しく学習ができました。明日からの仕事に役立つ内容でした。
ありがとうございました。（病院 看護師）

    ≪自由記載（感想・要望・改善点など）≫

普段何気なくやり過ごしている自分の生活、生きがいなど、しぼり出して書きました。自分を見直し
脳にも刺激をいただいた時間でした。（歯科診療所 60代女性 歯科医師）

本日のテーマをもっと語り、深める機会を再度作ってほしい。（歯科診療所 60代男性歯科医師）


